
 
 

 

 

 

 

 

 

 

校種・学年 小学校・４学年 教科等 総合的な学習の時間 

単元名 五小！福祉でみんなを幸せに 

単元の目標 

様々な角度から福祉に対する体験を通して、福祉の大切さを知るとともに、福 

祉が自分たちを含めた社会問題であることに気付き、よりよい福祉の実現に向 

けた課題解決方法を工夫し、自らの生活や行動に生かそうとする。 

本時のねらい 
これまでに集めた情報を整理・分析したことを基にして、自分と友達の考えを

比べたり関連付けたりしながら、誰もが楽しめる遊びの工夫について考える。 

本時の 

評価規準 

様々な立場の人たちの視点に立って、遊びの工夫を考えることができている。 

【思考・判断・表現】（ワークシート）（行動観察） 

 

事例の概要（見どころ） 

 

・「福祉」の本質である、「互いを思いやり、支え合う」ことの意味について単元を通して子供た

ちが実感を伴って学ぶことができるように単元計画を作成しています。そのために、子供たち

がインターネットや本だけで学ぶのではなく、実際に体験する活動を取り入れたり、専門家と

関わったりしながら学んでいくことができるような単元構成になっています。 

・子供たちが福祉フェスタに向けて「誰もが楽しめる遊び」の工夫について考える際に、これま

で調べてきた情報を教室内に掲示したり、工夫のポイントについて４つの視点を提示したりす

るなど、考えを生みやすくする教師の手立てを設定しています。 

・グループで話し合って終わりではなく、グループで話し合ったことを基に全体での話し合いを

行い、教師が子供たちから出てきた考えをつなぎ合わせながら、構造的に板書し、可視化して

います。 
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P・I・A シート 
～「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 実践事例～ 

小学校 総合的な学習の時間 編 ① 概要 

P･I･A とは、 
Proactive（主体的な）、Interactive（対話的な）、Authentic（本物の）

Learning（学び）〔文部科学省パンフレットより 2021.3 発行〕の頭文字

をとったもので、「主体的・対話的で深い学び」を英語で表現したもの。 

https://www.pref.saitama.lg.jp/g2201/gakkou/pia.html


 

 
 

 
 
 〇目標 これまで集めた情報を整理・分析したことをもとにして、自分と友達の考えを比べたり関連付け 

たりしながら、誰もが楽しめる遊びの工夫について考えている。 

 〇準備 これまで集めてきた情報を整理した資料、ワークシート、振り返りカード、ICT 端末 

 〇展開 （34／64）  

学習活動 ・指導上の留意点  〇評価（評価） 準備 時間 

１ 前時の学習を確認する。 

 

 

 

 

 

 

２ 本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本時の課題解決のための見通

しと活動の流れを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ グループごとに遊びの工夫に

ついて話し合う。 

       

 

 

・これまでの活動を振り返ることで、児童が意欲

をもって取り組めるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・目的意識（みんなで楽しく遊ぶ）、相手意識（子

供、大人、高齢者、小さい子、障がいのある人）、

方法意識（誰もが楽しめる遊び）を確認する。 

・「誰もが」とはどういう人たちか具体的に例示

し、イメージを持たせる。 

 

・本時の見通しとして誰もが楽しめるために、①

どんな工夫が必要か複数取り上げる。②本当に

必要な工夫は何かを考える。という点について

確認をする。 

・時間配分を明確に伝え、効率的に活動できるよ

うにする。 

・前時までの活動と本時の活動のつながりを意識

させる。 

・考えが整理できるように、思考ツールを使った

ワークシートを活用しながら話し合いを進める

ことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・それぞれの立場に立ちながら工夫を話し合える

ように、前時の内容やこれまでの調べてきた情

報を掲示する。 

・４つのポイントに意識しながら話し合いが進め

られるよう助言する。 

これまで集 

めてきた情 

報を整理し 

た資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

(思考ツール) 
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授業改善リーフ「第３集」 

P・I・A シート 
～「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 実践事例～ 

小学校 総合的な学習の時間 編 ② 指導展開 

だれもが楽しめる遊びにするにはどうしたらいいか考えよう。 

前時までの情報を整理して掲示することで、
学びの足跡を俯瞰できるだけでなく、全体・
グループでの話合いの際にも考えの拠りど
ころとすることができます。 

目的意識や相手意識を明確にすること
で、自分たちの活動の意味を再確認し、
まとめ・表現に向けた相手意識・目的
意識の高まりを期待できます。 

主体的な学びの視点として、学習活動
の見通しを明らかにし、学習活動のゴ
ールとそこに至るまでの道筋を子供
たちと共有しておくことが大切です。 

本時で発揮させたい「考えるた
めの技法」は何かを明確にし、
それに合わせた思考ツールを
選択していくことが大切です。
また、考えを可視化したり、操
作したりする上でも思考ツー
ルの活用は有用です。 

何の視点で話し合うのか明確にし
ておくことで、視点を基に深く考
えたり、視点のつながりに気付い
たりしながら、話合いを深めてい
きます。本時だけでなく、単元を通
してこうした視点については、子
供たちと共有しておくとよいでし
ょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ グループで話したことを発表

し、全体で工夫について話し合

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・思考ツールを使ったワーク 

シートを活用して話合いを 

進めさせる。 

・各グループを巡回し、多様 

な立場の人の視点を考慮 

できているか確認する。 

・話し合いが停滞している 

グループには、具体例を 

示したり、質問を投げか 

けたりして支援する。 

 

 

 

 

 

〇様々な立場の人たちの視点に立って、遊びの工 

夫を考えることができている。(ワークシート、 

観察) 

・類似点や相違点に注目させ、多様な考え方があ

ることを実感させる。 

・特に良い工夫については、なぜ良いのかを考え

させる場面を設ける。 
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◎話し合いのポイント 

・ルールの工夫     ・道具の工夫 

・楽しさを高める工夫  ・安全な工夫 

具体的に子供たちの様子を見
取り、子供たちの活動に対し
て評価を行っていくことが大
切です。その際、単元（本時）
の評価規準に基づいた評価を
返していくことができるよう
にしましょう。 

＜子供たちの話合いの様子から＞ 

「障害がある方は、目が見えない。小さな子供は気になって触ったらケガをするかもしれない。だから、物を

減らすのがいいんじゃないか。例えば、目に見えない人のために、形を立体的にしていくといいんじゃない

か」など、相手の立場に立って自分たちの遊びを見直し、誰もが楽しめる遊びの工夫について考えることがで

きていました。 

ICT 機器を活用して、これまでの学びとのつなが
りに気付くこともできます。子供たちが話合いの
際に自由に参照することができるような環境を整
えておくことが大切です。 

教師は子供たちから出てきた考えをそのまま
聞き流すのではなく、構造的に板書で整理した
り、必要に応じて問い返したりすることで、子
供たちの思考をより深めていくことができる
ような働きかけが重要です。 



＜本時の板書＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時のまとめと振り返りを 

する。 

 

 

 

 

 

 

 

＜本時の振り返りから＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「誰もが楽しめる遊び」を考える中で気づいたこ

とや学んだことを自分の言葉でまとめるよう促

す。 

・次時の活動（遊びの改良や実践）への見通し 

を持たせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返りカー 

ド 
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全体で話し合う際に、意見を交流したこ
とを基に、教師が考えを可視化し、整理
した板書は、それが本時のまとめとな
り、子供たちが振り返りの際に自らの学
びを捉え直す際に活用することができ
ます。 

全体で話し合う活動を設定することで、
グループでの話合いの時間だけでは気
付かなかったことや、他のグループとの
つながりに気付き、新たな考えを生み出
したり、自分たちの考えに自信を深めた
りすることができた姿を見取ることが
できます。 


